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年度別入館者数の推移（H5〜）

Ⅰ 博物館の管理運営 （１）入館者動向

H5.10.30開館

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ

感染症の影響

H24：工事のため

4カ月閉館

H28：大河ドラマ

「真田丸」放映



4

月別入館者数グラフ（R3〜R5）
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年度別外国人来館者数

R5R4R3R2R1H30H29H28H27

97,498 94,499 50,670 46,462 78,920 84,008 88,090 101,341 94,329 全入館者数(A)

4,286 1,401 41 78 2,325 4,832 5,403 3,756 5,569 外国人来館者数(B) 

3,680 1,110 9 11 1,757 4,293 4,719 3,204 5,326 うち韓国

4.40%1.48%0.08%0.17%2.95%5.75%6.13%3.71%5.90%外国人の割合(B/A)

年度別外国人来館者数の内訳

R5R4R3R2R1H30H29H28H27在住国

3,680 1,110 9 11 1,757 4,293 4,719 3,204 5,326 韓国(A)

65 1 0 0 138 65 118 43 40 台湾

195 40 2 1 203 200 288 196 79 中国

241 59 14 54 114 115 95 96 95 欧米

105 191 16 12 113 159 183 217 29 その他

4,286 1,401 41 78 2,325 4,832 5,403 3,756 5,569 計(B)

85.9%79.2%22.0%14.1%75.6%88.8%87.3%85.3%95.6%韓国の割合(A/B)
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実施時期事業内容事業名
R6.4〜9月

（閉館なし）
排煙窓の開閉装置等の
改修工事（休館日施工）排煙装置改修工事

令和６年度施設整備実施予定



[Ⅰ] 展示活動

 テーマ展 名護屋城物語 ３月15日（金）～５月１２日（日）

 テーマ展 ようこそ！韓国伝統工芸の世界へ ７月５日（金）～８月２５日（日）

 企画展 黄金と草庵 ー秀吉の茶室に挑むー ９月２０日（金）～１２月1日（日）

 名護屋城博物館コレクション展2025 １月15日（水）～３月１６日（日）

常設展示の一部リニューアル ３月中旬再開予定

[Ⅱ] 教育普及活動、国際学術・文化交流事業

特別史跡「名護屋城跡並陣跡」史跡探訪会 5月２６日（日）

なごや歴史講座 6月～3月 計10回

韓国語講座 前期／後期 （各12回程度：土曜日開催）

韓国語スピーチコンテスト 1２月8日(日)
など

令和６年度 企画普及事業

史跡探訪会（木村重隆陣跡）
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３月１５日（金）～５月１２日（日）

期間中の入館者数：27,741人

テーマ展 名護屋城物語

令和６年度 展示活動

豊臣秀吉による築城から廃城後まで、
肥前名護屋城のあゆみを紹介。

•テーマ展

•ようこそ！韓国伝統工芸の世界へ

•７月５日(金)～８月25日(日)

•期間中の入館者数：3,701人（7/２４時点）

•当館のコレクションから、衣・食・住をテーマに

•韓国の伝統工芸資料を紹介。
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令和６年度 展示活動

企画展

「黄金と草庵 ー秀吉の茶室に挑むー」

９月２０日（金）～１２月１日（日）

430年の時を超えて名護屋城にそろった

“黄金”と“草庵”、２つの茶室。その制作過程や

史料を映像等で紹介。

9

《主な関連イベント》

・11/24（日） 企画展開催記念シンポジウム
・9/22（日） 第１回ワークショップ
・11/3（日） 第２回ワークショップ
・11/23（土）30（土） 草庵茶室体験プログラム

7月29日現在（案）



令和６年度 展示活動

名護屋城博物館
コレクション展2025

１月１５日（水）～３月１６日（日）

新規収蔵資料とともに当館のコレクションを

紹介。

学芸員による団体観覧の概要説明
令和５年度︓356回 8,611人
令和６年度︓ 85回 1,948人（6月末時点）

リニューアル工事に伴う常設展示の閉室を行います

閉室予定期間 令和７年１月中旬～３月中旬

具体的な日程は、改めてお知らせします。

豊太閤北野大茶会之図（令和5年度収蔵資料）
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教育普及活動

〇特別史跡「名護屋城跡並陣跡」

史跡探訪会
令和６年５月２６日（日）

参加者数 100人

探訪場所 木村重隆陣跡、堀秀治陣跡 他

教育普及活動

〇なごや歴史講座
学芸員による一般向けの講座

【R６年度のテーマ例】

▶桃山時代の人々と南蛮文化

▶唐津・福岡地域の城について

▶徳川家康の二つの顔 ー武威と静謐あるいは救世ー

•ならびに

〇出前講座
公民館の市民講座や学校の授業等に学芸員

が出向き講師を務める。

令和５年度実績：出張回数２3回、対象者1,５１7人 11



教育普及活動教育普及活動

〇バーチャル名護屋城
再現CGを現地で見ることができるアプリの

供用やタブレット端末の貸出。
（平成27年4月～）

名護屋城跡では、タブレット端末を活用した
ガイドツアーも実施。
（ツアー実施：肥前名護屋城歴史ツーリズム協議会）

令和５年度にシステムを改修。令和６年1/31
から博物館受付でのチェックインを廃止。

→２月以降のアプリダウンロード数も前年度比４倍

〇第19回韓国語スピーチコンテストinなごや

スキット部門、スピーチ部門

１２月８日（日） 開催予定
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博学協働

○唐津青翔高校との博学協働授業
「日韓交流史」

 2年生を対象に、毎週木曜日・通年実施。

平成１８年度からスタート。（令和６年度： 15名（１9期生））

フィールドワーク（現地見学）や発掘調査体験、韓国文化学習などを予定

《博学協働》

〇唐津市立名護屋小学校
・全学年を対象に、国際交流員による韓国文化学習を支援。

・6年生を対象とした「なごやタイム」で学芸員が講師を担当。
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教育普及活動

〇韓国語講座
国際交流員による韓国語の講座

《前期》 初級 ５/11～8/10 13回予定

《後期》 中級 ９～12月 1３回予定

〇名護屋小学校 韓国文化学習

全学年を対象に、国際交流員が講師となり、

韓国文化をテーマとした授業を支援

６月、９月、11月、２月の４回

〇日韓交流支援
テーマ展
「ようこそ！韓国伝統工芸の世界へ」 の開催

展示期間 ７月５日(金)～８月25日(日)

国際学術・文化交流事業
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教育普及活動

〇晋州博物館との交流事業
大韓民国国立晋州博物館との間で締結している交流
協定（平成14年度～）に基づき、展覧会・資料調査な
ど事業に対して相互協力を行っている。

《令和５年度》

・R6.3/4-3/7実施

・日韓交流史の韓国での展示状況を調査

〇倭城調査
文禄・慶長の役に際して築かれた「倭城」を
晋州博物館や釜山博物館の協力を得て調査。

《令和５年度》

・R６.3/6実施

・調査成果は展覧会や保存整備事業に活用

国際学術・文化交流事業

•晋州博物館

•亀浦倭城
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令和6年度 はじまりの名護屋城。プロジェクト

○「黄金の茶室」復元公開 （令和4年3月27日～）

「黄金の茶室」体験プログラム
「黄金の茶室」での呈茶や学芸員の解説を行う有料プログラム。

地元茶道団体、観光協会と連携して実施。

プログラム実施状況（令和５年度）

・参加者 ４１組 ７３名

・出発地 県内 23％ 福岡県内 28％
その他 49％（関東、関西など）

・満足度 とても良かった 7３％
良かった ２５％
普通 ０％

少し不満 ２％

・文化庁のLivingHistory（生きた歴史体感）促進事業を活用

・公開後、テレビや雑誌等での取材、団体客の来場も増加

名護屋城跡・陣跡の価値を生かして文化観光の促進に取り組むプロジェクト

県文化課、唐津市肥前名護屋城室と連携して取り組む
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令和6年度 はじまりの名護屋城。プロジェクト

○草庵茶室の復元公開
豊臣秀吉が名護屋城で使った竹の茶室を令和６年3月に
復元公開（エントランスホールで展示中）

茶室の中に入ることが可能（雨天時以外）

名護屋城跡・陣跡の価値を生かして文化観光の促進に取り組むプロジェクト

県文化課、唐津市肥前名護屋城室と連携して取り組む

〇歴史イベントでのPR
▶大阪お城フェス（大阪市） 令和６年 8/10-12

▶お城EXPO２０２4（横浜市） 令和６年 12月

○第4回名護屋城大茶会
令和7年３月２2日（土）予定

ホールや展示でイベントとの連携を予定
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常設展示リニューアル

○「特別史跡名護屋城跡並びに陣跡」コーナー

「特別史跡名護屋城跡並びに陣跡」と「名護屋城にみる桃山文化」を中心に
常設展示の一部リニューアルを実施。

開館後30年の発掘調査成果を生かしながら、名護屋城跡・陣跡の価値
や魅力を、さらに分かりやすく伝える内容に更新。

○「名護屋城にみる桃山文化」コーナー
茶の湯や能など、名護屋で培われた桃山文化を、

より分かりやすく伝える内容に更新。

※あわせて交流史展示の一部も移設・更新
予定。

○周遊情報ブース

訪問可能な陣跡や見どころなどの
情報を発信するブースを設置。

現在の展示（特別史跡名護屋城跡並びに陣跡）
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第５期保存整備事業計画

Ⅱ 特別史跡名護屋城跡並びに陣跡の調査・整備・保存・教育普及
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第５期整備工事計画及び周辺見学路計画図
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第５期発掘調査計画図

21



令和６年度 整備工事・発掘調査箇所位置図
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整備(上山里丸草庵茶室跡修景整備）

上山里丸小曲輪復元想定図草庵茶室跡平面遺構表示

北側法面補強工事箇所（令和５年度施工） 令和５年度設置説明板 23



整備(水手口・水手通路発掘調査）
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整備(石垣修理：弾正丸発掘調査）
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発掘調査（名護屋城跡：弾正丸下）
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発掘調査・整備（陣跡）
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発掘調査（黒田長政陣跡：令和５〜９年度）
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整備（前田利家陣跡：令和６～１０年度）
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